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2024年度　東北労災病院
医療連携のつどい　開催報告

　2024年10月9日（水）ホテルメトロポリタン仙台に
て、地域の連携登録医との意見交換を目的として、東
北労災病院医療連携のつどいを開催いたしました。
　当日は地域の登録医の先生方をはじめ、訪問看護ス
テーションなどから、152名と大変多くの皆様にご参
加いただきました。

　基調講演におきましては、東北大学大学院医学系研
究科医療管理学分野の藤森研司教授による「急性期医
療と地域連携」と題したご講演をいただき、非常に貴
重な知見を賜りました。

　東北労災病院診療部門紹介においては当院三澤由美子看護副部長による「地域連携強化につ
いて」、当院下肢関節外科部長兼膝関節センター長國井知典による「膝関節センター開設につ
いて」、当院内視鏡外科部長松村直樹による「ダヴィンチXiの導入：ロボット支援下手術を開始
しました！」と題した講演が行われました。
　講演後の意見交換会では、多くの先生方より貴重なご意見を頂戴しました。皆様から頂戴い
たしましたご意見は、今後の地域医療サービスの向上に役立ててまいります。
　お忙しい中ご参加いただきました先生方に、心より御礼申し上げます。

井樋栄二院長

藤森研司教授による講演

下肢関節外科部長兼膝関節センター長  國井知典 内視鏡外科部長　松村直樹
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総合患者サポートセンター集約化について
　当院では、患者さんの利便性をさらに向上さ
せるため、従来の地域医療連携センター、入退
院支援センター、がん相談支援センター、よろ
ず相談センター、医療福祉相談室、両立支援相
談窓口に加えて、入院前支援ブースを当院の正
面玄関付近に集約し、新総合患者サポートセン
ターとして9月30日より稼働しています。
　当センターでは、これまで分散していた窓口
を1か所に集約することで、患者さんやご家族
の皆さまがワンストップで必要な支援を受けら
れるようになっています。
　スタッフは看護師だけではなく、ソーシャルワーカーや事務職員も協力し、患者さんの治療
や生活を全方位でサポートします。
　当センターはまだ完全に整備されていない部分もありますが、皆さまに快適にご利用いただ
けるよう、さらに充実した環境を整えてまいります。
　また、患者さんの治療が終わった後には、地域のかかりつけ医に早く戻れるよう、地域との
連携も強化してまいります。

総合患者サポートセンターの業務内容
①入退院支援（入院が決定した患者さんへの確認事項の事前聞き取りや手続きの説明、退院に
あたっての各種支援）

②相談窓口業務（各種手続きお問い合わせ、療養上の相談）
③連携医療機関のご紹介（当院での診療終了後に継続的な受診が必要な場合などにかかりつけ
医をご案内）

④専門的視点による支援（看護師の専門知識を活かし、転院調整やレスパイト入院の相談、連
携パスの調整）

総合患者サポートセンター正面口

総合患者サポートセンターには 4 つのブースを設けています
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循環器内科の紹介について
　日頃は病診連携等で当院循環器内科が大変お世話になっております。
　現在循環器内科は5名の常勤医が日常診療を行っております。2018年4月より、田中・高橋
医師・宇塚医師の3人体制で、6年間診療を行ってきましたが、2024年4月に天水医師と藤橋医
師が赴任し、5人体制になっております。5名で、心筋梗塞や狭心症などの虚血性心疾患、社会
の高齢化に伴い増加している心不全症例、心房細動・徐脈・頻脈などの不整脈症例など、循環
器疾患すべてに対応しております。

　診療体制の充実に伴い、緊急性のある心疾患（急
性心筋梗塞・酸素飽和度が低下したうっ血性心不全・
心拍数40未満の徐脈・心拍数150以上の頻脈など）
の対応が今まで以上に可能になりました。
　そこで、2024年8月より循環器内科医師が直接
電話対応する「循環器内科医師直通ホットライン
（090-6810-5313、平日の8時15分から17時まで）」
を開設しました。
　救急搬送が必要な重症疾患から、当日の循環器内科医の診察が必要と思われる症例まで、1
つ1つ丁寧に対応させて頂きますので、ぜひ当科にご紹介くださいますようお願い申し上げま
す。
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左から藤橋医師、高橋医師、宇塚医師、田中部長、天水医師、研修医です

院長補佐兼循環器内科部長　田中 光昭



　近年、循環器疾患の治療は、めざましく進歩しています。新たな心不全薬として、サクビト
リルバルサルタン・SGLT2阻害薬・ベルイシグアト・イバブラジンが登場し、心不全治療のガ
イドラインも大きく書き換えられています。
　また、大動脈弁狭窄症に対する経カテーテル的大動脈弁留置術（TAVI）や僧帽弁逆流に対す
る経皮的僧帽弁接合不全修復術（MitraClip）が登場し、弁膜症に対する治療の適応が拡大して
います。「予後の改善」や「症状の緩和」を治療目標に、患者ひとりひとりの病態にあった適
切な治療法の選択が必要です。
　当科では、増悪している心不全患者の急性期入院治療とともに、高度医療が必要な方の選別
や外来での薬物調整など、幅広く対応させていただきます。その他、心電図異常や心雑音など
気になる所見を認める症例の精査も行います。
　また、循環器系の薬物管理を依頼されたものの、数年間循環器系の検査をしていないとか、
クスリがずっと同じだけどいいのだろうか、など、日常診療で気になることがありましたら、
当科で現状の評価を行いますので、一度受診をおすすめいただけると幸いです。
皆様より患者さんを紹介していただく場合、胸部症状を訴えるなど緊急性の高い患者さん（急
性心筋梗塞・急性心不全・頻脈/徐脈などの不整脈）は、循環器内科医師直通ホットライン
（090-6810-5313）にお電話ください。
　緊急性のない症例の場合、事前に地域医療連携センターを介して予約していただくのが最も
円滑に進みます。外来での待ち時間を最小限にするよう努めますので、ご紹介のほどよろしく
お願い申し上げます。

　以上、簡単ではございますが、当院循環器内科の紹介をさせていただきました。今後とも循
環器内科をよろしくお願い申し上げます。
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病棟カンファレンスの様子



ろうさいスマイルミーティング
開催しました！

　2024年9月28日（土）10時から当院多目的ホールにおいて、今年
度第1回目の「ろうさいスマイルミーティング」を開催しました。

　当日は、院外から看護師19名　ケアマネージャー12名
と院内から27名参加し、合計58名で事例検討およびフ
リーディスカッションをしました。
　日頃より困っている点やこれまでの経験などをそれぞ
れの立場から意見交換し、交流を深めました。
　病院側としては、実際退院した後だけでなく通院中の
介入についてなどもご意見をいただくことができました。
　今回は、ケアマネジャーの方が多く参加していただき、
利用者個々の状況に合わせた対応の極意をお聞き出来ま
した。お知り合いになれたことで、今後の連携がより、
スムーズになることを期待したいと思います。
　第2回は、2025年1月18日に開催いたしますので、是
非みなさんのご参加をお待ちしております。

テーマ：在宅療養を推進するための取り組み
～支援が困難と感じる事例への対応と多職種連携～
1. 事例紹介
　・経済的不安を抱える非癌患者・家族に対する退院支援
　　退院支援看護師　佐藤 早苗
　・意思決定できるからこそ終末期の過ごし方の決定に苦慮した事例
　　退院支援専従看護師　萩原 芳香
　　セントケア訪問看護ステーション南中山　所長 大門 基行
　・ＭＳＷが感じる困難事例 
　　医療ソーシャルワーカー　藤原 巧
2. 質疑応答
3. フリーディスカッション

5

第 2 回ろうさいスマイルミーティング



地 域 医 療 連 携 セ ン タ ー か ら
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【人事異動のお知らせ】
退　　　　　　職

2024年9月30日付 消 化 器 外 科 金原　圭吾

2024年9月30日付 耳 鼻 咽 喉 科 佐藤　悠歩

2024年9月30日付 内 科 専 攻 医 早川　博騎

2024年9月30日付 麻 酔 科 専 攻 医 迎　　春菜

採　　　　　用

2024年10月1日付 消 化 器 外 科 田中　直樹

2024年10月1日付 消 化 器 外 科 添田　敏寛

2024年10月1日付 耳 鼻 咽 喉 科 髙井　俊輔

2024年10月1日付 内 科 専 攻 医 千葉　智貴

2024年10月1日付 麻 酔 科 専 攻 医 齋藤　宏樹

【月別紹介・逆紹介患者数】
紹介患者数（人） 逆紹介患者数（人）

2024年8月 892 1,128

2024年9月 889 1,044



東北労災病院 外来診療担当表（令和６年 11月１日）

　　　 独立行政法人 労働者健康安全機構 東北労災病院
〒981-8563　宮城県仙台市青葉区台原4-3-21

受付時間　8：15～11：00
代表電話 022-275-1111　代表FAX（総務課） 022-275-4431

地域医療連携センター
電話 022-275-1467　専用FAX 0120-772-061

一


